
操作ガイド 
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エキスパートシステムの利用 

調査支援に係るエキスパ
ートシステム群に含まれ
る「河成段丘を対象とした
隆起速度算出」を使って
エキスパートシステムの
利用方法を示します。 
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エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムから「3. 調査支援に係るES」をクリックします。 

クリックすると非表示のコンテ
ンツが展開され表示される 



エキスパートシステムの利用 
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 「河成段丘を対象とした隆起速度算出」をクリックします。 

 

 エキスパートシステム「河成段丘を対象とした隆起速度算出」のトップページ画面が立ち上がります。 

解説 

タイトル 



エキスパートシステムの利用 
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 「スタート」ボタンをクリックして、エキスパートシステムを開始します。 



エキスパートシステムの利用 
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 このエキスパートシステムで使用するルールのリストが表示されます。各ルールの内容を見るにはフロント
ページで「ルールファイルを見る」というボタンをクリックします。 

ルールのリスト 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムを利用する際の手順を説明します。 

 

 

タスク1：既存情報の抽出 

タスク2：地形判読 

タスク3：段丘面の対比及び段丘形成年代の把握 

タスク4：河床縦断形の作成 

タスク5：隆起速度の算出 

タスク6：調査候補地点の抽出 

タスク7：被覆層の厚さの把握 

タスク8：段丘年代の把握 



エキスパートシステムの利用 
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 「次へ」ボタンをクリックします。 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムからの質問に答えることで、分岐を持つルールの選択肢が指定されます。 

 

 ここでは情報があつまったこととし、「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク1を終了して、タスク2に進むかどうか選びます。 

 

 ここではタスク2に進むため、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク1を終了して、タスク2に
進みます 



エキスパートシステムの利用 
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 調査地点の特徴や入手可能な情報の種類に応じて判読すべき事項を選びます。 

 

 ここでは「河成段丘を抽出します。」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 平坦面の分布の有無を回答します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 質問に回答して平坦面の特徴に応じた区分を行います。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 ユーザーの回答に応じたエキスパートシステムからの指示です。 

 

 「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムからの指示です。 



エキスパートシステムの利用 

15 

 タスク2を終了して、タスク3に進むかどうか選びます。 

 

 ここではタスク3に進むため、 「NO」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク2を終了して、タスク3に
進むかどうか選びます 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク2を終了して、タスク3に進むかどうか選びます。 

 

 タスク3に進むため、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク2を終了して、タスク3に
進みます 



エキスパートシステムの利用 
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 形成年代の分かっている段丘があるかないかを答えます。ここでは、例として「ある」を選びます。 

 

 「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 



エキスパートシステムの利用 
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 形成年代が分かっている段丘面と分かっていないものとを比較・対比して後者の年代を推定します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 更に特徴を比較します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムからの回答です。この例の場合は、未詳の段丘面の形成年代は比較対象とした既知
のものと同じで良いということになりました。 

 

 「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムからの回答です。 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク3を終了して、タスク4に進むかどうか選びます。 

 

 ここではタスク4に進むため、「NO」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク3を終了して、タスク4に
進むかどうか選びます 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク3を終了して、タスク4に進むかどうか選びます。 

 

 ここではタスク4に進むため、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク3を終了して、タスク4に
進みます 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムからの指示です。タスク4：河床縦断形の作成のための準備です。 

 

 「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムから
の指示です 



エキスパートシステムの利用 
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 引き続いて行う作業の前提条件が成立するか否かを確認します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムからの指示です。 

 

 「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムからの指示です。 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク4の中の次のステップに進むかどうか選びます。 

 

 ここでは次のステップに進むため、「NO」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク4の中の次のステップに
進むかどうか選びます 



エキスパートシステムの利用 
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 段丘の形成年代が得られているかを答えます。ここでが、例として「得られている」を選びます。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 エキスパートシステムからの指示です。 

 

 「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムからの指示です。 



エキスパートシステムの利用 
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 作成した河床縦断形が妥当なものか否かを確認します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 妥当性が確かめられたので、タスク5に進みます。 

 

 ここではタスク5に進むため、「次へ」ボタンをクリックします。 

タスク4を終了して、タスク5に
進みます 



エキスパートシステムの利用 
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 タスク5の準備のためのエキスパートシステムからの指示です。隆起速度を算出するための前提条件が成り
立つか否か確認します。 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

エキスパートシステムからの指示です。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 もう一つ、前提条件を確認します。 

 

 ここでは「YES」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

ラジオボタンを選択します 



エキスパートシステムの利用 
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 ユーザーの回答に応じて入手可能な情報から、隆起速度を算出するための適切な方法をエキスパートシス
テムが提示します。 

 



エキスパートシステム  
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このエキスパートシステムには 
多くの分岐が含まれています。 

この操作ガイドで説明したものはその中の一例ですが、 
可能性のある全ての分岐について、 

ユーザーの回答に対応した最も適切と考えられる 
隆起速度の算出方法が提示されます。 


